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株式会社 昭和設計

管 理 建 築 士 伊 藤 敬 祐

１級建築士　大臣登録第９４４７７号

１

電気設備工事
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機能仕様 －－－－－－２ システムブロック図

－－－－－－３ 機器仕様

機器操作又は自動制御出力に対し、一定の時間内に応動しない場合、若しくは指令と異なる状態に変化

復電時に、スケジュ－ル状態に合わせた負荷の再投入又は設定順位に従った負荷制御を行う。

電力デマンド監視により警報が発せられた場合に、優先順位に応じて負荷の遮断及び復帰を行う。

使用電力量から時限終了時の電力を予測し、デマンド目標値を超えるおそれがある場合に警報を発する。

曜日スケジュ－ル設定をし、設定されたタイムスケジュ－ルに従い、空調・共用部照明等の自動発停制御

（４）．連動操作

（６）．電力デマンド制御

（５）．火災時空調機器等停止制御

（７）．復帰制御

主機運転に対する関連機器の連動自動発停制御を行う。

火災発生時に当該空気調和機及びファン等を一斉又は個別に停止する。

を行う。

（１）．動作監視

（５）．発生中警報一覧表示監視

（４）．電力デマンド監視

（６）．未確認警報一覧表示監視

（２）．アナログ上下限監視

異常発生中の機器の一覧をＬＣＤに表示する。

制御機能

（３）．スケジュ－ル設定・制御

複数の機器をグル－プ化し、一括発／停操作を行う。

（１）．手動個別発停操作

（２）．グル－プ一括発停操作

異常が発生した機器の中で未確認のものの一覧をＬＣＤに表示する。

機器発／停及び遮断器の入／切等の操作を行う。

入力値に対し、上下限設定を行ない、入力値が設定を逸脱した場合、警報を発する。

した場合、動作異常として警報を発し、表示装置上に表示する。

（１）．リモ－トステ－ション内機器の異常を自己判断し、その発生を報知する。

状態変化記録、警報記録等のメッセ－ジ記録された内容を保存する。

機器の運転時間、運転回数、故障回数等を積算し、設定した値を超えた場合に警報を発する。

あらかじめ定められた計測点を一定時間間隔で計測し、その値をプリンタ－に出力する。

集中検針記録等のデ－タをフロッピーディスクに保存する。

保守管理機能

自己診断機能

（１）．機器稼働履歴監視

（３）．フロッピ－デ－タ保存

（２）．メッセ－ジ履歴表示

（１）．メッセ－ジ印字

警報の発生／復帰及び機器状態変化を印字する。（警報は、赤色印字）

（３）．作表印字

（４）．トレンド記録

スケジュ－ル時刻等各種設定値の印字を行う。

日報及び月報デ－タを所定の形式で印字する。

（２）．機器設定印字

あらかじめ定められた計測点を一定時間間隔で計測し、その値をトレンドグラフとしてＬＣＤに表示

機器をグル－プにまとめ、開／閉、運転／停止、及び故障等の状態をＬＣＤに一覧表示する。

機器の運転／停止、遮断器の入／切等の状態や、各種設備の警報発生／復帰を監視し、表示装置上に表示

（４）．表示装置はＬＣＤ（液晶ディスプレィ）及びアナンシェ－タ－（照光式機器表示窓）を用いる。

（１）．本システムは、７階　メ－ル集配室に中央監視制御盤を設け、電力・動力・衛生・照明設備等の制御監視を行う。

（３）．日報・月報表示

（６）．トレンド表示

（５）．カレンダ－表示

（４）．計測・計量表示

（２）．機器一覧表示

するとともに、警報発生をブサ－等で発報する。

監視機能

（７）．最新警報表示

機器の異常発生時、機器及び警報種別等をＬＣＤに表示する。

本月月報表示として、本日までの月報をＬＣＤに表示する。

ＬＣＤに常時　年・月・日・曜日・時・分を表示する。

温度、湿度、電流、電圧又はエネルギ－使用量等を測定し表示する。

本日日報表示として、現在時刻までの１時間毎のデ－タをＬＣＤに表示する。

する。

表示機能

システム概要

（２）．動力盤等の各盤に設置した端末器にて行い、端末器と中央監視システムセンタ－装置は、１対のシ－ルドツイストペアケ－ブルを介して符号伝送方式による信号授受を行うものとする。

（１）．状態・警報監視表示

（３）．中央監視制御盤への電源供給は、専用のＵＰＳより行う。

は、サイクリック制御を行う。（等容量コンデンサを６台まで制御できる。）

階ごと又はゾ－ンごと、若しくは共用部の照明機器について、外光センサ－やタイムスケジュ－ル設定

運転を行う。又、停止時は、所定の時刻までは室内温度条件が満足していることを条件として、できるだけ

居室の温度条件を所定の時刻までに満足させることを目的として、最も短い時間でのウォ－ミングアップ

熱源が複数台ある場合は、負荷熱量に見合った最適な熱源運転台数を選定し制御する。この時各熱源に　

外気と還気や室内の比エンタルピ－を比較し、外気の持っている冷房能力が室内冷却に有効利用できる時は、

対して使用時間又は使用回数が均等となるよう制御する。

対して使用時間又は使用回数が均等となるように制御する。

（１３）．ポンプ台数制御＜熱源コントロ－ラにて行う＞

冷温水が変流量方式の場合は、変化した流量に応じ必要台数のポンプを運転する。この時、各ポンプに　

（１４）．熱源台数制御＜熱源コントロ－ラにて行う＞

記録機能

（９）．照明・ファンコイル制御

早く空調運転を停止する。

（１１）．最適起動／停止制御

（１０）．外気取入制御

外気取入の制御を行う。

無効電力によりコンデンサの台数制御を行い、常に力率を適正に保つ制御を行う。コンデンサの台数制御

（８）．無効電力制御

設定点に対する計測点を決め、その偏差が設定を逸脱した場合、警報を発する。

（３）．アナログ偏差値監視

により、点灯／消灯の制御を行う。

に対処できるよう熱源機器を発停する。

蓄熱槽を有効に活用するために、現在の熱負荷と蓄熱量を把握し、予測される負荷に見合う蓄熱量

（１２）．蓄熱槽制御＜熱源コントロ－ラにて行う＞

中央監視盤本体

項　　　　目 仕　　　　　　　様

ＣＰＵ ○１６ビット　　　●３２ビット

●必要容量以上　　○　　ＭＢ記憶容量

ハ－ドデイスク

●３.５インチ　　○５インチフロッピ－デイスク

アナンシェ－タ

●ＬＥＤ表示　　　○ランプ表示アナンシェ－タ表示

●カラ－　　　　　○モノクロＬＣＤ

熱感式メッセ－ジプリンタ－

●必要容量以上　　○　　ＭＢ

●必要窓数以上　　○１９２窓

ワイヤドットマトリクス方式

仕　　　　　　　様

インクリボン

印字速度

印字桁数

印字文字種類

２色以上

４０字／秒以上（漢字）、１００字／秒以上（英、数、カナ）

９０桁（漢字）、１３６桁（英、数、カナ）

ＪＩＳ第一、第二水準、英、数、カナ、記

印字方式

項　　　　目

ロギングプリンタ－

記録用紙・インクリボン（印字方式で必要なもの）　　　　　　　　　　　　　１年分

ただし、日報・月報などに使用する場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　１年分

フロッピ－デイスクなど着脱可能な補助記憶媒体　　　　　　　　　　　　　　現用数

ランプ・ヒュ－ズ　　　　　　　　　　　現用数の２０％以上（種別ごとに最低１個）

予備品・付属品

項　　目　　及　　び　　数　　量　　　　

中央監視盤

Ｅ３種単独

端末器電源線（ＵＰＳ）ＡＣ１００Ｖ

符号伝送線　　ＣＰＥＶ－Ｓ１.２φ－３Ｐｒ

ＵＰＳ：無停電電源装置

Ｋ．Ｂ：キ－ボ－ド

ＬＣＤ：液晶ディスプレィ

アナンシェ－タ：機器表示窓

ＣＰＵ：中央処理装置

個別配線

ＣＰＵ

アナンシェ－タ－

プリンタ－

Ｋ．Ｂ

ＬＣＤ

監視室

自火報盤

現場側

凡　　例

ＣＰＵ盤

ＡＣ１００Ｖ

ＣＶ３.５－２Ｃ

ＵＰＳ

ＴＵ

ＴＵ

ＴＵ

ＴＵＣＰＵ盤

個別配線

システム端末器

制御用ＣＰＵ

２線式照明制御

２線式照明

分電盤

分電盤

システム端末器

２線式照明制御

分電盤

システム壁スイッチ

２線式照明制御　　

火災代表信号

Ｉ／Ｆ

中央監視設備（１／３）

（仮称）品質評価棟新築工事（電気設備工事）

　　　　　　　松下電工株式会社
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